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一
、
笹
抽
ご
は
如
何
な
る
も
の
か
 
 

草
油
な
る
も
の
は
其
の
床
料
ビ
し
て
使
用
せ
る
穀
物
の
主
要
成
分
を
細
菌
の
分
泌
す
る
酵
素
の
作
用
に
よ
ら
て
食
陸
 
 

水
中
に
溶
か
し
出
し
た
も
の
で
あ
ち
■
皇
し
て
我
が
邦
猶
待
の
且
つ
邦
人
に
は
必
須
の
嗣
奴
料
で
あ
ふ
ご
ま
す
。
而
し
て
 
 

此
の
原
料
ご
し
て
使
用
す
る
穀
物
は
大
豆
、
小
変
で
あ
ち
㌢
す
。
 
 

て
苛
油
の
種
類
 
 

ウ
ス
ヶ
芦
 
二
⊥
ニ
の
特
殊
品
が
過
ち
皇
サ
が
現
今
汎
く
使
用
せ
ら
る
～
啓
抽
に
は
三
縄
類
あ
b
ま
す
つ
即
ち
普
通
替
油
、
淡
ロ
 
 

タ
†
り
 
瞥
油
及
溜
醤
油
ビ
申
し
ま
す
。
此
の
中
普
通
笹
抽
ご
申
し
ま
す
る
の
は
〔
最
も
普
遍
的
の
常
用
あ
る
通
常
の
啓
抽
で
 
 

鳶
ま
し
て
、
関
東
の
野
巧
銚
子
、
・
周
蘭
で
は
小
豆
島
速
か
ち
賢
哲
警
n
。
で
あ
ち
ま
す
。
淡
星
督
油
島
↓
 
 

調
理
に
よ
 
 

哲
治
醜
造
艶
ド
ニ
付
て
 
 

（
四
山
ゼ
）
 
虚
七
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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．
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l
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水
、
十
 
二
 
郎
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く
使
用
せ
ら
牒
ゝ
も
の
で
ゐ
ち
呈
す
。
溜
り
香
油
ご
申
し
ま
す
る
の
は
、
我
が
邦
の
中
で
勢
、
尾
、
濃
、
三
の
四
ケ
‥
 
 
 

囲
の
人
が
覇
場
し
居
る
啓
油
で
あ
b
ま
し
て
、
常
用
が
部
分
的
で
あ
ち
ま
す
ー
。
 
 
 

】
、
醸
 
 
造
 
 
法
 
 

ゴ
シ
キ
 
 
イ
、
原
料
の
慶
理
及
配
合
 
大
豆
は
凡
そ
十
時
間
程
水
漬
し
て
水
分
を
吸
牧
せ
し
め
膨
れ
た
る
も
の
を
俄
に
入
れ
十
 
 

㌧
㌧
．
ヰ
蓼
を
等
畳
に
使
用
す
る
め
が
普
通
で
あ
ト
ま
す
。
 

壷
麹
の
材
署
は
温
度
が
四
〇
度
（
抗
氏
）
（
・
以
下
温
度
は
絶
て
抗
虎
で
申
し
呈
す
）
位
に
打
て
？
ま
し
た
ご
き
に
」
之
れ
∴
 
 
 

宣
均
等
に
か
う
じ
の
儲
を
撒
布
し
ま
す
。
着
て
十
数
年
前
頃
に
於
て
は
か
う
じ
の
秤
な
ぎ
は
使
用
せ
ず
、
製
逸
材
 

∵
▲
料
は
‖
其
の
償
見
温
度
史
け
 

せ
る
も
の
を
資
り
ま
し
た
か
ら
、
製
麹
に
長
き
日
時
を
要
せ
し
許
ぅ
で
打
了
く
、
往
々
笹
抽
麹
ご
し
て
不
良
な
る
細
 

●
 
 
、
首
が
繁
殖
し
て
即
ち
野
生
の
撒
布
が
繁
殖
し
て
香
気
及
奴
劣
等
な
る
も
の
を
味
出
し
・
つ
ゝ
あ
う
た
の
で
あ
ち
ま
す
 

暮
へ
l
－
′
 
 

分
に
蒸
熟
し
、
之
れ
を
汲
め
釣
糸
て
割
存
し
た
る
小
変
ご
混
合
し
製
麹
に
供
し
せ
す
。
此
の
配
合
割
合
は
大
豆
及
 

が
、
近
凍
は
細
簡
単
應
用
の
結
果
、
同
じ
か
う
じ
の
簡
で
も
、
大
豆
を
溶
か
す
カ
の
強
き
種
類
、
又
ほ
小
変
の
成
 
 

分
を
溶
か
す
カ
Ⅵ
強
く
し
守
 

・
1
・
 

し
で
笹
油
用
か
う
じ
打
球
を
伶
卜
履
き
、
ヾ
阻
の
鐙
良
に
し
て
邁
嘗
の
作
用
を
な
す
秤
類
の
も
の
を
忍
麹
材
料
中
に
 
 

播
種
し
で
成
麹
ご
し
ま
す
。
 
 
 

第
 
】
 
準
．
．
第
五
抗
 
 

∵
 
∴
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．
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．
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．
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五
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p
、
製
 
麹
 
製
麹
粛
料
は
麹
室
ミ
窮
す
る
職
歴
及
綴
度
を
通
常
に
保
有
す
る
こ
ご
が
出
家
且
つ
換
気
ガ
ゼ
が
便
 
 

宜
に
出
家
る
様
に
築
造
せ
る
宴
の
中
で
通
常
の
温
度
1
ぬ
度
、
通
風
、
操
作
を
行
ふ
て
約
四
日
問
に
於
て
材
料
の
 
 
 

中
に
完
全
に
撒
き
ま
し
た
か
r
う
じ
の
秤
を
繁
殖
さ
せ
で
黄
緑
色
を
呈
せ
る
成
麹
を
待
ま
す
。
 
 

ハ
、
仕
、
、
込
 
成
敗
は
ぇ
れ
を
食
壇
水
中
に
投
入
し
按
押
し
て
艶
め
中
に
滞
れ
な
く
食
飽
水
を
含
ま
し
め
て
仕
込
 
 

モ
ロ
ー
 
々
挙
り
ま
す
。
此
の
仕
込
ん
だ
も
の
を
諸
政
ビ
申
も
ま
す
。
∴
此
の
食
壊
水
の
尿
料
に
封
す
る
割
合
釘
次
の
通
力
で
 
 

す
。
 

㌻
掛
盈
 
 

芭
 
 

食
 
芭
 
水
 
 
 
て
一
方
至
一
、
ミ
 
 

食
璧
水
ノ
洩
サ
♪
水
】
石
二
付
食
藍
九
〇
－
・
】
0
0
斤
ノ
割
合
 
 

－
】
、
熟
成
よ
b
拷
汁
迄
 
諸
政
は
毎
日
－
回
づ
～
投
拝
し
十
ニ
ケ
月
乃
至
十
八
ケ
月
程
経
過
せ
し
め
ま
す
ご
熟
成
し
 
 

ま
す
。
此
の
期
間
中
季
節
温
が
高
き
折
に
は
盛
に
醗
酵
し
恋
う
風
味
だ
香
気
ミ
を
生
す
る
の
で
あ
ち
ま
す
。
此
の
 
 

風
暁
（
う
ま
暁
）
ヾ
J
香
気
を
償
う
ま
す
の
は
酵
母
菌
及
他
の
バ
ク
y
ヤ
類
で
あ
♭
ま
し
て
、
現
今
に
於
て
は
此
の
酵
 
 

㌧
母
薗
の
如
き
も
天
然
に
凍
る
を
供
た
す
ん
て
、
餞
良
種
を
環
出
し
て
之
れ
ぉ
人
工
培
養
し
で
諸
政
に
添
加
し
、
風
 
 

政
及
香
気
等
の
放
言
る
方
法
を
賓
際
に
な
し
つ
～
あ
ち
ま
す
ゾ
．
 
 

熟
成
し
た
諸
味
は
之
れ
を
太
線
働
小
袋
に
取
沌
強
力
の
魔
を
か
ガ
て
粕
虻
汁
虐
に
鼻
毛
左
す
。
此
の
汁
が
啓
洩
で
ー
 
 

哲
抽
酸
造
発
l
こ
甘
て
ニ
 
 
ー
一
－
 
一
－
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■
．
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√
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原
料
一
、
0
0
↓
熟
成
諸
疲
こ
、
六
〇
1
意
義
品
〓
」
二
－
こ
ヽ
二
五
で
あ
ち
ま
す
。
 
 

ホ
、
讐
 
成
典
昏
油
は
其
の
岱
市
場
に
督
す
所
も
あ
b
ま
す
が
多
（
は
油
の
不
快
な
る
香
気
を
去
ト
∴
同
時
に
 

掃
幹
、
殺
菌
の
目
的
で
火
普
を
術
ひ
冷
放
し
帝
位
な
る
馬
の
を
市
場
七
出
し
ま
す
。
 
 

キ
ア
 
 

ヘ
、
衰
啓
油
（
下
等
品
）
の
製
成
 
前
陵
の
昏
執
は
最
上
等
（
生
揚
げ
ビ
謁
す
）
で
あ
ゎ
ま
し
て
債
も
高
く
あ
・
h
；
ま
す
 

か
う
償
格
を
低
下
す
べ
く
球
道
場
に
よ
ち
て
、
は
番
菅
抽
己
巨
ふ
も
の
を
l
作
b
；
乱
す
？
此
れ
は
最
上
品
の
搾
ち
粕
 
 

を
食
飽
水
に
て
再
び
諸
味
状
に
溶
か
し
、
之
れ
を
堅
持
し
た
戊
の
で
あ
ち
ま
し
て
、
之
れ
に
味
を
附
属
す
る
焉
や
 
 
 

に
砂
糖
又
は
甘
草
な
で
の
港
沖
を
混
じ
又
は
色
を
着
け
ね
も
の
で
生
産
慣
格
は
最
上
品
の
約
四
分
の
一
程
に
な
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
ヽ
 
 
 

皇
す
〇
 

箪
抽
の
需
用
者
の
中
に
は
在
々
色
経
に
よ
り
背
馳
の
鑑
別
せ
ん
ご
す
る
習
慣
が
あ
ら
ま
し
て
、
色
の
汲
き
も
の
を
 

品
質
上
等
存
T
り
ヾ
－
思
考
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
然
し
現
今
に
於
て
は
カ
ラ
メ
空
義
孝
る
着
色
物
に
ま
ち
て
如
 

何
な
る
程
度
の
着
色
で
も
出
家
ほ
す
。
従
で
名
の
淡
き
下
等
の
垂
醤
油
を
若
色
又
は
吸
付
け
剰
に
よ
♭
て
上
等
畢
 
 
 

ら
し
て
倍
和
t
皇
す
か
ら
畢
に
色
澤
菅
よ
り
で
は
背
約
は
鑑
別
朝
雄
ま
せ
ん
。
∴
 
 

－
∵
普
通
醸
法
に
ょ
ち
ぎ
る
笹
油
前
陳
Ⅵ
外
、
加
温
に
よ
う
て
愚
威
を
早
め
ん
返
す
る
方
法
、
・
脱
脂
大
豆
又
は
其
∴
 
 
 

の
他
の
償
の
位
き
原
料
を
使
用
す
る
代
用
品
製
品
、
又
は
ペ
ソ
寸
ト
ズ
喋
綾
な
ぎ
あ
り
ま
す
が
何
れ
も
天
然
醸
港
 
 
 

、
（
四
こ
○
）
六
〇
 
 

第
一
瑳
 
第
五
戟
 
 

ナ
†
 
あ
高
ご
ま
し
て
之
れ
を
生
尊
泡
立
申
し
呈
す
。
此
の
牧
待
畳
左
に
記
し
ま
す
れ
ば
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



に
優
れ
た
製
品
を
得
る
域
に
到
達
し
て
居
ト
ソ
1
ま
せ
ん
。
 
 

－
」
我
が
国
に
於
ガ
る
竺
彗
主
産
地
併
に
本
顆
の
地
位
 
 

付
い
て
逓
べ
る
こ
ご
～
敦
し
ま
 

着
の
外
年
産
額
十
馬
石
望
は
茨
城
（
三
、
苧
石
）
慮
陶
…
三
千
石
）
岡
山
（
て
〇
七
千
有
）
の
諸
般
で
あ
ら
 
 

ま
す
○
 
 

香
川
警
於
て
蕊
記
二
三
、
三
言
中
豊
島
の
悪
天
、
六
富
で
あ
う
せ
し
て
丁
度
小
豆
郡
八
に
封
し
他
部
 
 

藩
討
こ
の
割
杏
で
あ
呈
す
。
而
か
も
豊
郡
の
製
品
は
患
部
他
府
森
に
移
出
せ
ら
る
1
に
反
し
、
他
都
市
砂
畠
 
 

は
殆
ん
羞
内
の
誓
言
ま
す
晋
1
封
地
膚
翳
豊
吉
ふ
見
讐
之
て
要
し
て
豊
新
の
祭
に
 
 

歪
十
四
年
中
に
於
け
る
腐
敗
の
憲
高
（
琵
に
よ
ぅ
課
警
ら
れ
雷
有
数
〉
中
治
啓
池
を
除
き
た
㌻
の
約
三
 
 

眉
二
十
萬
石
で
ぁ
り
ま
し
て
此
の
豊
か
ら
得
ら
れ
雷
管
抽
約
四
百
十
五
濁
石
が
「
芸
の
重
度
最
で
あ
ヶ
i
号
や
 
 

三
富
二
十
喜
石
の
替
地
諸
政
は
重
囲
各
府
警
散
在
せ
る
音
曲
璧
還
の
生
産
金
額
言
争
ま
す
が
此
の
中
ま
産
地
 
 

芭
耕
す
ペ
j
辟
解
は
次
の
諸
顆
で
患
わ
ま
す
。
 
 

千
 
 
葉
鮭
 
 

層
抽
醸
造
発
に
甘
て
∴
叫
 
 

兵 変√菅  

川
 
 
鮎
 
 

知
 
 
恕
 
 

庫
・
傲
 
 

六
五
、
入
千
石
 
 

二
三
、
三
千
石
 
 

こ
三
、
こ
千
石
 
 
 

】
七
、
八
千
石
 
 

主
産
地
 
野
田
、
銚
子
町
チ
令
▲
 

章
産
地
 
小
豆
島
 
 

申
こ
十
山
萬
石
ハ
瀞
啓
治
 
 

主
産
地
龍
野
町
ヲ
令
ム
 
 

l
（
凹
こ
こ
一
声
】
．
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石
に
付
十
五
餞
乃
琶
‡
讐
の
下
に
各
工
場
共
同
し
て
産
地
よ
り
原
料
を
移
入
し
得
る
こ
ど
で
あ
ち
ま
す
。
琴
一
 
 

は
坂
蕾
方
法
守
あ
り
ま
ん
て
、
同
業
組
合
が
重
電
な
る
販
路
地
美
出
哉
所
を
設
け
居
㌔
出
荷
ご
同
時
に
軽
遺
著
よ
 

牒
螢
行
し
た
る
為
替
手
形
の
割
安
（
現
今
に
於
て
は
出
荷
は
全
部
為
替
手
形
に
て
取
引
せ
ら
る
）
及
取
立
又
は
手
形
不
 
 

渡
匂
場
合
に
於
け
る
組
合
の
制
戯
花
ぎ
の
世
琴
溜
し
・
て
居
ら
呈
す
。
最
後
草
小
豆
郡
に
艇
て
は
何
故
に
斯
く
笹
油
菜
 
 

が
馨
展
し
っ
～
あ
る
や
の
原
因
で
満
ち
上
す
が
、
是
れ
に
厄
省
務
ま
う
常
駐
隊
の
俸
習
、
、
通
告
な
名
風
土
、
近
く
・
に
 

大
な
る
需
用
地
を
有
し
且
つ
遅
達
の
僕
等
の
儲
鮎
が
あ
巧
ま
す
が
轟
も
ま
要
な
る
原
因
は
土
地
に
他
の
資
源
な
ヾ
郡
 
 

濃
は
如
何
に
し
て
も
督
漁
業
に
j
う
て
生
計
を
革
ま
ん
ぞ
す
る
強
き
成
念
で
あ
う
宣
す
。
 
 

】
、
番
抽
の
債
務
 
 
 

ウ  

（
四
こ
こ
）
六
こ
 
 

第
－
啓
発
五
拭
 
 

せ
凝
醤
油
組
谷
の
洗
骨
に
よ
り
ま
す
三
ケ
年
の
移
出
檜
教
四
斗
詩
三
十
八
萬
檜
、
九
升
詩
六
十
一
馬
玲
で
あ
ら
 
 
 

戊
七
で
、
主
た
る
販
路
地
は
大
阪
、
紳
月
、
鷹
島
嬢
、
高
知
舷
等
で
あ
り
ま
す
・
。
海
外
に
荘
稔
出
す
る
墓
は
「
サ
年
 
 

塊
茎
叩
三
萬
八
千
培
程
で
か
り
ま
す
。
警
登
場
ほ
各
部
に
仇
†
四
ケ
あ
み
せ
し
て
中
一
高
石
血
上
四
ケ
、
五
千
石
以
 
 

上
意
ケ
1
千
石
以
上
二
十
六
ケ
Ⅵ
エ
湯
が
あ
・
う
ま
七
で
販
欝
金
高
約
七
百
五
十
萬
乃
至
入
官
萬
鼠
を
褒
し
ま
す
．
。
即
 
 

ち
地
方
産
菜
ビ
し
て
は
可
な
ち
注
日
す
べ
き
歌
登
で
あ
て
r
ま
す
。
 
 

鳩
豆
郡
啓
治
菜
の
他
の
同
業
者
ぞ
静
々
塵
を
異
に
■
せ
る
諸
訪
を
奉
げ
ま
す
ミ
【
第
一
ビ
原
料
砂
購
入
で
あ
ち
ま
す
。
 

′
 
 
 

此
れ
は
一
稽
の
共
同
購
入
の
形
式
を
な
す
方
法
で
み
♭
ま
し
て
、
問
屋
業
宕
の
手
に
ょ
つ
て
こ
定
の
口
餞
（
原
料
－
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一一一ノー ー ‾   

現
今
や
小
繋
相
場
即
ち
儀
用
者
の
購
入
慣
格
は
慌
邁
者
の
蕨
出
償
終
の
一
、
五
乃
至
「
七
に
普
り
日
常
の
必
需
品
ぜ
 
 

・
も
 
 

∴
ん
守
′
は
飴
り
に
・
不
廉
で
あ
膏
皇
す
バ
痴
れ
は
必
す
七
も
小
繋
菜
琴
の
不
普
な
る
利
金
を
得
ん
ご
す
る
鰯
ご
申
す
こ
ぞ
 
 
 

は
出
家
ま
せ
ん
。
需
用
者
側
に
於
て
．
も
購
入
す
る
℃
督
盲
非
常
に
多
く
の
手
数
を
掛
け
さ
せ
る
こ
だ
、
並
に
甚
だ
し
 

き
長
・
期
の
代
金
支
灘
等
は
其
の
責
々
負
ネ
ペ
き
適
切
だ
ろ
’
ビ
思
は
れ
ま
す
。
、
故
に
赴
愈
政
策
上
僻
廉
慣
に
常
用
者
 
 
 

t
旗
瀞
す
べ
く
ど
う
し
互
も
蔽
腎
方
法
を
改
め
な
静
れ
は
な
ち
ま
せ
ん
。
此
の
方
法
が
賓
行
せ
ら
れ
な
Ⅵ
れ
ば
、
日
 
 

†
に
於
て
．
強
腰
稔
の
結
果
何
人
に
て
も
自
由
に
替
肋
を
髄
遺
し
得
る
故
に
仮
令
各
種
の
設
備
に
費
用
を
要
し
且
つ
品
 
 

肇
Ⅵ
優
良
な
る
．
も
や
心
髄
優
し
特
電
れ
ぜ
る
せ
す
る
も
摩
ろ
自
家
醸
造
を
企
で
る
人
が
寝
山
に
出
蒸
せ
せ
ぅ
。
、
然
し
 

稜
々
の
應
面
か
ち
診
じ
つ
め
た
革
質
を
申
し
あ
げ
ま
す
せ
r
月
家
喋
造
は
結
極
有
利
な
る
も
の
で
は
み
り
ま
せ
ん
ヾ
 
 

‥
 
 

二
二
笹
油
の
滑
牒
遵
守
席
ス
 
 

・
善
が
観
人
▼
り
「
人
に
付
凡
そ
何
程
の
笹
池
を
滑
塵
す
る
や
ぺ
い
ふ
に
・
に
薔
々
本
業
に
雀
串
す
′
る
も
の
ほ
卒
均
一
人
に
 

や
扇
の
笹
瀾
皇
ギ
臥
臥
に
滑
威
す
長
塩
目
集
豊
て
主
局
j
ま
す
。
都
督
人
ほ
長
与
り
も
率
が
上
ケ
て
一
 
 

部
々
四
†
月
内
外
に
滑
螢
し
j
ヰ
。
故
に
五
イ
六
人
の
家
凝
な
れ
ぜ
九
升
詩
の
督
抽
空
言
月
以
内
に
滑
発
し
て
居
 

ふ
て
ま
す
ヱ
還
啓
池
月
る
ト
の
は
夏
季
風
俗
烏
謂
禁
ラ
曇
又
は
ゾ
ウ
言
い
ふ
白
色
飯
妖
を
な
す
救
が
年
へ
て
風
 
 

儀
を
接
遇
青
書
ご
な
ら
ぎ
る
′
せ
す
逐
の
み
な
ち
や
ー
∵
冬
季
に
於
て
も
鎗
う
長
日
月
の
聞
之
れ
を
保
存
す
志
ゼ
き
は
∵
 
 
畳
 
 

味
の
劣
下
す
る
を
免
れ
ま
せ
ん
鹿
層
窃
Å
高
一
で
み
サ
ま
す
。
元
の
新
鮮
な
る
Å
切
ご
舌
ぎ
も
の
軍
は
風
娩
に
非
常
の
 
 

登
拍
聖
藁
I
；
せ
て
ニ
；
 
 

｛
四
こ
三
）
 
 
六
三
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差
が
あ
る
も
の
で
あ
ら
ま
し
て
∵
発
づ
長
く
ミ
も
ニ
ケ
月
間
、
最
も
選
管
な
る
も
の
は
一
ケ
月
間
位
に
消
炎
し
蚤
し
 
 

て
新
鮮
な
る
も
の
を
使
用
さ
れ
た
き
も
の
で
あ
ち
ま
す
。
然
れ
ば
常
に
風
政
党
し
き
も
の
を
食
膳
に
供
し
得
ら
れ
ま
 
 

す
。
故
に
小
家
族
の
家
庭
に
於
で
は
l
】
升
又
は
二
升
位
の
壕
詩
の
も
の
音
便
用
す
る
方
が
宜
し
く
ぁ
ゎ
ま
す
？
但
し
 
 

億
詩
御
使
用
の
際
は
可
成
痙
意
元
直
詩
Ⅵ
逐
の
を
優
用
す
る
方
が
布
袋
で
あ
む
ま
す
。
事
案
上
の
▼
お
話
し
を
申
し
え
 
 

サ
ミ
香
気
羊
風
奴
二
つ
な
か
ら
鐙
良
な
る
保
存
性
の
透
る
容
器
は
橙
よ
う
も
薪
ら
し
き
丸
升
詰
樽
で
あ
り
▲
ま
す
。
・
 
 

二
 

ぐ
 
 

返
球
は
大
分
各
家
庭
に
於
て
督
油
な
ぎ
に
付
て
も
故
意
を
紡
は
る
～
様
に
な
ら
呈
し
て
、
往
時
の
如
千
草
に
色
が
泣
 
 

い
ど
か
、
扱
が
蔽
い
て
か
 

卒
た
く
申
し
せ
す
ご
柄
の
良
い
啓
抽
粧
歓
迎
せ
む
る
～
様
に
な
ち
ょ
し
た
。
如
何
に
し
で
替
地
の
良
否
を
鑑
別
す
る
 
 
 

か
電
い
ふ
．
に
 
 

一
、
此
賓
計
に
よ
る
も
の
∴
普
通
に
は
ポ
ー
メ
氏
此
重
計
に
よ
ち
て
比
重
を
見
る
の
で
あ
ち
ま
し
て
普
通
の
鍼
さ
の
 
 
 

虻
の
な
れ
ば
最
上
品
二
田
度
乃
至
二
軍
五
度
位
、
次
品
二
二
度
乃
至
二
三
度
、
下
等
品
－
八
度
乃
至
廿
度
位
で
あ
 
 
 

ち
ま
す
。
あ
せ
ち
此
書
の
高
き
も
の
は
特
殊
の
品
で
あ
ら
主
し
て
普
遍
的
の
草
抽
で
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

二
、
城
壁
に
よ
る
も
の
 
香
気
、
鹿
奴
、
色
澤
（
清
澄
度
ご
も
）
－
の
三
つ
に
よ
る
成
愛
で
鑑
別
す
る
も
の
に
し
て
、
香
 
 
 

束
は
芳
香
を
放
ち
、
不
快
又
は
異
臭
考
伴
は
ぎ
る
も
の
、
風
娩
は
軍
に
あ
ま
娩
の
み
に
あ
ら
ゃ
し
て
通
皆
の
あ
ま
 
 
 

第
一
怨
 
 
第
五
銑
 
 

（
四
こ
四
）
㍉
 
六
四
．
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…
す
●
1
書
き
…
音
′
呈
…
J
音
量
…
宣
言
至
蔓
星
雲
を
…
き
卓
室
若
君
を
き
ぎ
艮
言
寄
J
？
蔓
毒
蔓
⊇
裏
書
妄
号
室
ヰ
書
蔓
l
書
き
享
 
 

、
二
．
∴
－
ゝ
■
＝
▼
・
ミ
・
√
 
一
1
・
∴
・
－
三
、
－
＞
一
1
1
一
・
∴
ご
・
・
1
1
－
・
！
・
、
 
－
－
・
・
＝
・
■
－
．
・
－
一
、
．
 
 

吸
完
に
う
孟
を
著
す
る
畠
、
色
接
の
中
位
に
し
て
、
よ
く
彩
え
富
も
の
姦
ら
ま
す
0
此
等
は
吾
人
 
 
 

の
戚
曳
に
よ
る
程
度
で
あ
り
宣
す
か
ら
、
2
れ
与
雷
電
に
豊
瞥
こ
長
大
ケ
警
呈
す
。
一
番
通
 
 
俗
的
 

に
し
て
警
誉
方
法
は
温
き
御
飯
嘉
現
に
採
り
、
之
れ
に
五
兵
衛
の
鑑
定
せ
ん
与
る
草
地
姦
し
 
 
温
 

き
湯
気
を
臭
ぎ
つ
～
之
れ
基
ペ
て
見
る
の
で
あ
呈
す
e
元
窒
々
芸
人
は
御
飯
に
は
非
常
に
庶
政
な
畠
 
 
成
警
 

待
つ
標
習
驚
け
ら
れ
て
居
ら
ま
す
か
ら
、
此
の
中
に
農
の
香
味
が
混
入
す
る
蔓
は
菅
に
之
れ
を
 
 

望
し
得
る
畠
で
あ
呈
す
。
故
に
啓
抽
姦
せ
し
御
警
食
べ
て
試
塊
し
ま
し
で
好
ま
し
き
音
義
妄
蔚
 
 

す
尊
抽
は
優
良
品
宰
見
て
宜
し
い
。
 
 

三
、
凝
滞
法
普
通
の
背
馳
は
其
の
優
に
て
は
顔
晩
学
中
に
要
る
～
他
の
警
打
管
れ
書
か
ら
、
之
れ
 
を
⊥
五
 

ト
±
○
偶
位
に
温
湯
に
て
毒
し
吉
雷
に
よ
…
鑑
別
す
る
方
法
で
あ
ち
呈
す
0
此
れ
に
て
逼
れ
ま
 
す
れ
ば
大
 

懸
鑑
別
が
出
家
ま
す
。
 
 

最
後
に
申
上
げ
で
置
き
た
い
こ
芸
大
低
の
歪
に
於
て
億
の
曹
摩
量
抽
を
使
用
す
る
こ
這
資
警
豊
牒
 
合
掌
 

る
こ
長
官
書
芸
し
詳
し
く
聾
し
て
普
す
量
ろ
慣
は
高
く
言
買
の
誓
書
簿
嘗
用
 
ゆ
 

る
方
が
慣
の
低
き
下
等
品
を
使
用
す
る
よ
・
り
畠
警
誉
の
で
ゐ
呈
す
？
讐
ば
警
垂
ハ
姶
撃
の
驚
 
品
三
升
三
拾
 

讐
下
等
品
を
使
用
す
る
ゼ
し
で
之
れ
を
比
較
し
て
見
与
に
、
完
蒜
真
言
に
滑
讐
る
 
 

も
・
の
喜
ば
重
畳
急
啓
抽
代
が
蒜
で
あ
ま
す
…
表
芸
の
1
重
畳
蓬
嘉
で
あ
呈
す
 
 

拶
抽
醜
造
兼
に
甘
て
∴
l
 
 

八
誓
言
）
 
・
六
孟
 
 

一
＋
1
■
■
て
■
－
－
－
，
I
－
‥
 
‥
・
↓
1
、
二
一
◆
 
～
！
：
ト
I
＋
ヽ
l
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亘
二
管
し
与
れ
ば
壷
晶
は
妄
空
厘
三
毛
1
下
管
仰
の
妄
竺
厘
七
毛
程
で
差
引
妄
雷
於
で
上
 
 

等
品
農
用
す
る
も
の
は
壷
六
宅
諾
分
に
啓
油
代
嘉
す
る
こ
ミ
官
尊
。
・
然
し
二
万
欺
に
於
て
非
常
の
 
 

高
下
が
あ
呈
す
か
ら
下
管
冒
誓
詞
赦
し
壷
品
品
槙
の
凰
警
食
膳
に
供
す
る
に
は
是
非
砂
糖
、
奴
の
素
 
 

だ
し
汁
又
は
鰹
節
、
・
痕
弥
富
の
様
な
詞
疲
剰
を
附
輿
七
な
け
竃
篭
ま
せ
ん
。
此
等
の
詞
晩
期
が
伸
々
妄
に
 
 

付
〓
璧
ハ
毛
放
で
は
済
ま
さ
れ
皇
塵
ん
○
少
く
言
七
！
入
管
詞
晩
剤
の
出
費
が
あ
ち
ま
し
て
詰
碗
不
経
警
な
 
 

る
の
で
号
ま
す
0
真
の
上
娩
の
き
～
宗
上
等
品
鵬
に
封
し
下
管
竺
1
享
－
二
五
位
に
嘗
上
等
品
l
合
に
て
 
 

終
む
べ
う
靂
に
忘
三
勺
も
忘
五
勺
も
下
等
沓
抽
は
使
は
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
〈
了
）
 
 

第
 
】
 
奄
 
第
五
兢
 
 

（
嬰
〓
〇
．
六
木
…
 
 

●
・
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